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1) 原尿処理の現況と問題点
千大医衛生
谷川久治，谷川章子，木村洋一
原 博，実川渉，中島幹男
原尿処理問題は環境衛生改善の面から戦後特に大
きく取り挙げられ，都市のマンモス化に伴ってその
重要性を増大しつつある所のものである。一方人口
5万以下の小都市民於ても続々と尿尿処理施設の設
置にのり出して来た。このことは下水処理施設を持
たない地域lζ於ける衛生改善という面から見れば極
めて望ましい ζとである。尿尿の陸上処理は厚生省
の推進する目的をも合致するものであるが，この方
法として従来は消化槽処理方式が多く用いられて来
た。最近になって，いわゆる化学処理法が盛となっ
て来ているが，この方面の研究は未だ十分でなく，
更に検討すべき点が多く見うけられる。化学処理法
の特徴は尿尿lζ沈澱及び防臭効果のある比較的安価
な薬剤を混入し，短時間内に尿尿の分離を起きし
め， 分離液層を導いて pHの修正及び水による稀
釈を行い，撒布漉床にかけて放流し，一方沈澱部分
は機械的に脱水し，焼却し，或いは埋立等応用いる
ものである。薬剤添加の効果として，殺菌，殺卵は
期待出来るが，分離液の安定化lζ関してはなお多く
の問題があり，安定化の基準も消化槽処理の場合と
同じに考えてよし、かどうかも問題である。消化処理
の場合と比較して大きく異なる点は薬剤投入による
尿尿中細菌の死滅が著るしいことで，化学処理法の
場合にはたす細菌の役割は殆どないものと考えられ
る。 
上述の如く諸種の難点ぞ含む方法ではあるが建設 
費の比較的安いこと，処理過程が速やかで施設の敷 
地が狭くて済むことなどの利点のため，稀釈水の得
られ易い所では競って本法を採用しようとする傾向
が見られる。
演者等は，現在比於ける全国的な尿尿処理施設の
概要を調査し，新らしく施設されようとする企画を
検討し，特l乙化学処理に於ける分離液の安定化に関
する諸問題を研究しつつあるのでその概要を報告す
る。 
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2) 尿尿化学処理過程の実験的考察
千大医衛
平野英男，小林茂樹，行天良雄
高尾三良，渡辺正敏，矢島登美太
近年各都市に於て尿尿の化学処理が行われるよう
になったが，その 1例として国立町浄化圏より得た
連続操作途中の各試料について行った試験を要約す 
ると以下の如くであった。
試料 No.l 投入尿尿汁硫酸鉄
NO.2 No. 1 +消石灰の分離上清 
No.3 No. 2 +硫酸 
NO.4 No. 31乙水を加えて稀釈したもの 
NO.5 NO.4の撒布櫨床流出水
以下は我々が実験的に No.21乙操作を加えたも
のである。 
No. 6 No. 2の300の R.P. M. (800 g) 
30分遠沈上清 
NO.7 NO.2の34，000のR.P. M. (54，000 
g) 60分遠沈上清

以下各試料は No.で示す。
 
C. O. D. (第2法) No. 1は 4，450p. p. ffi. で 
No. 2，No. 3，No. 6，No. 7は No. 1 の 60~65
%の値を No.4，No.5.は各々 7.8%，5.6%であ
っ?こ。 
B. O. D. (5日法)No. 1，No. 2，No. 4，No. 
6，No.7 は 4，800~4， 500 p. p. ffi. であり各者殆ど
変化を認めないが， No.5は 2，500p. p. ffi. とほ
ぼ 50%K近い値を示した。
灼熱減量は 10cc中No.1: 0.056 g，No. 3: 0.042 
g，No. 2: 0.037 g，No. 6: 0.0307 g，No. 4: 0.006 
g，No. 5: 0.0045 gの順であった。
3) 原尿試験に於ける c.O. D.価の意義に関す
る研究
千大医衛生
衣川端水，中山治弱，大西 正
斎藤実，坂本一夫，牛尾衛
田波潤一郎
尿尿処理の効果を判定する為の諸種の試験法によ
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って示される価は，屡々併行しない事は従来知られ
ている所である。特1[， C. O. D.価と， B. O. D. 
価の相関については，幾多の研究成績もあるが，未
ナごに判明しない所が多い。 
我々 は， C..O. D.及び B.O. D.の示す意義と
その相関を研究する目的で実験を行い 2，3の知見
を得たので、報告する。
試料は化学処理尿尿の脱離液を使用した。
エーテルlとより処理された脱離液は， C.O.D.が
増加する。脱離液よりのエーテル抽出物の C.O.D.
は極めて低い価を示す。
低温で一昼夜，蒸溜水応対して，セロファン膜透
析された脱離液は， C.O. D.が著明広減少する。 
4) 薬剤投入による尿尿化学処理の基礎研究
千大医衛生
田波潤一郎，玉井 佐，長島正三郎
新井経雄，井関源衛
汲取尿尿に各種薬剤を投入混合し，沈澱速進， B. 
O.D.及び C.O.D.の減少，大腸菌殺減作用など
を比較実験し，次の如き結果を得た。 
1. FeC12，FeS04は沈澱率は比較的低いが，液
部は透明であって，浮査を生ぜず，大腸菌数， B.O. 
D.，C.O. D:値の著明な減少を認めた。 
2. NaOHは沈澱率は高いが， 液部は不透明で
あって，浮誼を生ぜず，大腸菌数・B.O. D.，C. O. 
D.の減少が僅かであった。 
3. ZnS04は沈澱率は低いが，液部は透明であ
って浮f査を生ぜず，大腸菌数の減少は僅かであった
が，B. O. D.，C. O. D.の減少を認めた。 
4. Ca (OH)2は沈澱率は高がいが，液部は不透
明であって浮査を生ぜず，大腸菌数の減少は見られ
たが， B. O. D.，C. O. D.の減少は僅かであった。 
5. CaC12は沈澱率は高いが液部は不透明であっ
て浮査を生じ， 大腸菌数及び C.O. D.は減少した
が， B.O. D.の減少が僅かであった。 
6. 総合的に見て， 効果不良のものは， AlS04， 
K2S04・Al(S04)aであった。 これ等は沈澱率も低
く，液部が不透明で， f手誼を生じ易く，大腸菌数， 
B. O. D.， C. O. D.の減少も僅かであった。一般
に Ca塩が良好に作用し， NaOH及び ZnS04が
これに続く成績が得られた。
5) 千葉市都川汚染度の調査
千大医衛生
平野英男，藤倉孝次郎，石原静男
賀陽豊麻呂，藤倉静男，村田 清
近来各都市を流れる河川は都市の膨大化と共に汚
潤の一途をたどって来ている。千葉市内を流れる都
j[[について吾々は昭和 36 年 7 月 ~8 月にかけて， 
pH，アルカリ度， 酸度， B. O. D.， C. O. D.，総 
N 量，亜硝酸窒素，一般細菌数等について調べた。
試料の採集は市内の上流，中流，下流の 3ケ所と
した。更に B. O. D.， C. O. D.は一日の消長をみ
上流，中流，下流について以下の各々を比較する
と， pHでは上，中流では中性であるが，下流では 
PH 6.6弱酸性であった。アノレカリ度は 92p.p. m.. 
10.3 p. p. m.，12.3 p. p. m.で酸度は 7，16，31 p. 
p. m.，総 N は37.5，89.7，94.6であった。叉中流
大和橋附近に於いて Pm9. Am 3.Am 9.Pm 3. 
の各時間毎に採水した各 6時間の試料の検査結果
は，アルリカリ度 (p.p. m.)，87，il8，87，105， 
酸度 (p.p. m.) 13，14，16，15であって，これは
時間的変化としては大きな差を示さないが，総 N
でかなAm 3であって，57.6.4，88，14.8，102.1は 
りの低値を示した。 B.O.D.は32，39，41，56， 
と変動した。上・12.0，8.8，6.0.4，8はC.O. D.
中・下流の B.O. D.は夫々 5，76，68であって， 
C.O.D.は夫々 4，8 20.4であって中・下流(都.4， 
川の中心部〉では急激な増加が認められた。 
6) 東京湾海岸の汚染について(第 1報〉
千大医衛生
平野英男，加藤一夫，塩見幸甫
水野重宜，林 茂樹，栗山貞治
千葉市を中心とする工業都市化は目ざましく，海
岸埋立完成により更に一段と発展される事は明か
で，海水の汚染も増加の一途をたどるであろう事と
推定される。我々は毎年調査を試みたいと思い，初
年度として昭和 36年 8月千葉市出洲海岸， 対照海
岸として，安房勝山，九十九里海岸の 3ケ所につい
て総アルカリ度， B. O. D.，C. O. D.一般細菌数，
大腸菌数等の検査を試みた。 データーの順序は千
葉，勝山，九十九里である。
総アルカリ度は夫々 11.3p. p. m.-11.4 p. p. m. 
B.O. D.は夫々 11.0p. p. m.，2.9 p. p. m.，1.1 
p. p.紅1.
